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近
代
日
本
研
究
第
三
十
五
巻
（
二
〇
一
八
年
度
）

特
集

学
徒
出
陣
七
五
年

戦
争
末
期
の
「
学
徒
出
陣
」

西

山

伸

は
じ
め
に

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
徒
（
1
）

出
陣
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
は
、
大
き
く

分
け
て
二
つ
の
方
向
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
そ
の
大
学
に
お
け
る
出
陣
学
徒
数
、
卒
業
生
を
含
む
戦
没
者
数
の
調
査
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
体
験
者
の
聞
き
取
り
調
査
で
あ
っ
た
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
学
籍
簿
な
ど
の
学
内
資
料
を
使
っ
た
か
な
り

厳
密
な
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
数
値
を
利
用
し
て
、
在
学
徴
集
猶
予
停
止
に
よ
る
一
九
四
三
年
一
二
月
の
い
わ
ゆ
る

一
斉
入
隊
者
の
数
に
つ
い
て
は
推
計
値
な
ど
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
（
2
）

い
る
。

そ
の
一
方
、
一
斉
入
隊
以
後
の
実
態
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
一
部
の
大
学
以
外
は
本
格
的
な
調
査
は
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
。
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ま
た
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
学
徒
兵
を
扱
っ
た
す
ぐ
れ
た
（
3
）

研
究
で
も
、
分
析
さ
れ
た
学
徒
兵
は
一
斉
入
隊
あ
る
い
は
そ
れ

以
前
の
入
隊
者
で
あ
っ
て
、
以
後
の
入
隊
者
の
実
態
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
特
攻
死
を
含
む
悲
惨
な
戦
死
を
遂
げ
た
学
徒
兵

の
大
部
分
が
一
斉
入
隊
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
入
隊
者
な
の
で
、
当
然
と
言
え
ば
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
は
一
斉

入
隊
以
後
の
学
徒
出
陣
に
目
が
向
き
に
く
い
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
斉
入
隊
終
了
か
ら
敗
戦
ま
で
の
間
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
在
学
者
の
陸
海
軍
入
隊
を
「
戦
争
末
期
の

�
学
徒
出
陣
�」
と
一
括
し
て
と
ら
え
、
そ
の
制
度
、
実
態
等
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一

制
度

（
一
）
徴
兵
適
齢
の
引
き
下
げ

学
徒
の
一
斉
入
隊
か
ら
間
も
な
い
一
九
四
三
年
一
二
月
二
四
日
に
公
布
さ
れ
た
「
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
」（
勅
令
第
九
三
九
号
）

に
よ
っ
て
、
従
来
満
二
〇
歳
で
あ
っ
た
徴
兵
適
齢
が
満
一
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

同
令
の
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

兵
役
法
第
二
十
四
条
ノ
二
ノ
規
定
ニ
依
リ
当
分
ノ
内
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
及
第
二
十
四
条
ニ
規
定
ス
ル
年
齢
ハ
之
ヲ
十

九
歳
ニ
変
更
ス
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こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
兵
役
法
第
二
十
四
条
ノ
二
ノ
規
定
」
と
は
、
こ
の
前
年
の
一
九
四
二
年
二
月
一
八
日
に
公
布
さ
れ
た

「
兵
役
法
及
共
通
法
中
改
正
法
律
」（
法
律
第
一
六
号
）
で
改
正
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
前
二
条
ニ
規
定
ス
ル
年
齢

及
時
期
ハ
戦
時
又
ハ
事
変
ノ
際
其
ノ
他
特
ニ
必
要
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と

定
め
ら
れ
た
。「
前
二
条
」
と
は
、
兵
役
法
で
徴
兵
適
齢
を
定
め
た
第
二
三
条
お
よ
び
戸
主
に
よ
る
適
齢
に
達
し
た
家
族
の
届
出

義
務
を
定
め
た
第
二
四
条
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
と
き
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
、「
戦
時
又
ハ
事
変
ノ
際
其
ノ
他
特
ニ

必
要
ア
ル
場
合
」
に
お
い
て
は
、
勅
令
に
よ
っ
て
徴
兵
適
齢
を
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
の
が

「
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
徴
兵
適
齢
引
き
下
げ
が
、
更
な
る
動
員
の
強
化
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
陸

軍
省
に
よ
る
公
式
の
説
明
で
は
、「
こ
れ
は
決
戦
完
勝
の
態
勢
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
軍
に
新
鋭
な
威
力
を
加
え
て
、
軍
戦
力

の
飛
躍
的
向
上
を
図
り
、
ま
た
戦
局
の
進
展
に
即
応
す
る
た
め
、
精
鋭
な
兵
員
を
余
分
に
準
備
す
る
と
い
ふ
の
が
軍
事
上
の
主
な

目
的
で
す
」
と
さ
れ
、「
今
回
の
措
置
は
、
あ
く
ま
で
も
臨
時
の
特
例
」
で
あ
り
「
こ
れ
は
法
律
の
改
正
で
は
な
く
、
一
時
的
の

変
更
で
、
変
更
の
必
要
性
が
解
消
す
れ
ば
、
臨
時
特
例
は
廃
止
さ
れ
、
兵
役
法
の
規
定
通
り
に
行
は
れ
る
わ
け
で
す
」
と
一
時
的

な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
「
但
し
、
今
回
の
措
置
が
短
期
的
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
ま
た

一
旦
低
下
し
た
徴
兵
適
齢
が
諸
般
の
関
係
上
、
永
久
に
そ
の
ま
ゝ
に
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
兵
役
法
の

改
正
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
に
な
る
わ
け
（
4
）

で
す
」
と
、
恒
久
化
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

実
は
、
徴
兵
適
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
過
去
に
も
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
陸
軍
は
こ
れ
に
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
。
一
九
三
九
年
第
七
四
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
徴
集
延
期
期
間
を
短
縮
す
る
兵
役
法
の
改
正
が
議
論
さ
れ
た
が
、
そ
の

折
に
立
憲
政
友
会
の
伊
東
岩
男
は
二
月
一
五
日
の
衆
議
院
で
次
の
よ
う
に
質
問
し
て
い
た
。

戦争末期の「学徒出陣」
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私
ノ
見
ル
所
ニ
依
リ
マ
ス
ト
、
斯
ル
消
極
的
ナ
改
正
デ
、
此
ノ
変
転
極
リ
ナ
キ
国
際
情
勢
ノ
変
化
ニ
即
応
致
シ
マ
ス
所
ノ
、

新
作
戦
上
ノ
兵
力
確
保
ニ
十
分
ナ
ル
確
信
ガ
ア
ル
カ
ド
ウ
カ
ト
云
フ
点
デ
ア
リ
マ
ス
、
何
故
ニ
此
ノ
際
モ
ウ
一
歩
ヲ
進
メ
テ

積
極
的
ナ
大
改
正
ヲ
御
断
行
ニ
ナ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ア
ル
カ
ト
云
フ
此
ノ
点
デ
ア
リ
マ
ス
、
而
シ
テ
我
国
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ

精
兵
第
一
主
義
ヲ
採
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
見
地
カ
ラ
適
齢
年
齢
ノ
低
下
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
軍

ノ
御
考
ハ
ド
ウ
デ
ア
（
5
）

ル
カ

こ
れ
に
対
し
て
板
垣
征
四
郎
陸
軍
大
臣
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
た
。

現
行
ノ
兵
役
法
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
満
二
十
歳
ヲ
以
テ
諸
般
ノ
兵
業
ニ
服
セ
シ
ム
ル
ト
云
フ
見
地
カ
ラ
、
此
ノ
年
齢
ガ
最
モ

適
当
デ
ア
ル
ト
考
ヘ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
随
テ
今
直
チ
ニ
之
ヲ
改
正
ス
ル
考
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之
ヲ
改
正
ス

ル
ト
致
シ
マ
シ
テ
偖
テ
十
九
ガ
宜
イ
カ
、
或
ハ
十
八
ガ
宜
イ
カ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
、
是
ハ
最
モ
慎
重
ニ
研
究
ヲ
シ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ
ヌ
問
題
デ
ア
ル
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
（
6
）

マ
ス

陸
軍
と
し
て
は
、
将
来
的
な
年
齢
低
下
に
は
含
み
を
持
た
せ
つ
つ
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
の
徴
兵
適
齢
引
き
下
げ
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
一
九
四
三
年
度
の
新
兵
徴
集
に
つ
い
て
、
海
軍
は
従
来
の
陸
軍
と
の
協
定
以
上
の
人
員
を
求
め
、
そ
れ
と
と
も
に
徴
兵

適
齢
の
低
下
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
陸
軍
省
軍
務
局
は
「
適
齢
低
下
は
一
時
的
に
徴
集
兵
員
を
増
加
取
得
し
得
る
利
点
は
あ

る
が
、
そ
の
効
果
は
一
時
的
に
と
ど
ま
り
一
度
こ
れ
を
実
施
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
恒
久
的
と
な
り
旧
に
復
し
得
な
い
。
日
本
人
の
心

4



身
の
発
育
、
体
力
と
兵
業
と
の
関
係
、
国
民
教
育
と
の
関

係
、
成
年
を
一
基
準
と
す
る
現
行
諸
法
制
と
の
関
係
等
、

恒
久
的
施
策
と
し
て
の
事
前
の
深
刻
な
検
討
と
、
周
到
な

調
整
と
を
必
要
と
し
軽
々
に
発
足
で
き
（
7
）

な
い
」
と
、
こ
こ

で
も
反
対
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
陸
軍
が
徴
兵
適
齢

引
き
下
げ
に
踏
み
切
る
に
あ
た
っ
て
「
事
前
の
深
刻
な
検

討
と
、
周
到
な
調
整
」
を
行
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
も
は
や
戦
局
が
猶
予
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

る
と
の
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
徴
兵
適
齢
引
き
下
げ
が
高
等
教
育
機
関
に
与
え
た

影
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
各

高
等
教
育
機
関
か
ら
満
一
九
歳
の
学
徒
が
ど
れ
だ
け
徴
集

さ
れ
た
か
と
い
う
直
接
の
調
査
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら

な
い
。
影
響
を
推
測
す
る
手
が
か
り
と
し
て
一
九
四
三
年

一
〇
月
に
お
け
る
京
都
帝
国
大
学
入
学
者
の
年
齢
を

【
表
1
】
に
示
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
入
学
時
の
年
齢

で
い
え
ば
「
満
一
九
歳
一
日
以
上
満
二
〇
歳
以
下
」
の
五

表 1 京都帝国大学における入学者の年齢（1943年度）

計

21

230

510

518

283

195

77

1834

・『学事年報資料綴 自昭和十八年至同十九年』（京都大学大学文書館所蔵、識別番号MP
00272）より作成。
・朝鮮人・台湾人・中国人等は含めていない。

農学部

0

0

35

51

26

14

24

150

経済学部

0

47

102

93

36

10

5

293

理学部

21

31

27

12

4

2

6

103

文学部

0

15

35

36

16

9

15

126

工学部

0

66

143

119

48

12

10

398

医学部

0

22

38

54

39

12

10

175

法学部

0

49

130

153

114

136

7

589

満 17歳 1日以上
満 18歳以下

満 18歳 1日以上
満 19歳以下

満 19歳 1日以上
満 20歳以下

満 20歳 1日以上
満 21歳以下

満 21歳 1日以上
満 22歳以下

満 22歳 1日以上
満 23歳以下

満 23歳ヲ
超ユル者

計

戦争末期の「学徒出陣」
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一
〇
名
が
、
新
た
に
徴
兵
適
齢
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
各
教
育
機
関
か
ら
の
入
隊
者
は
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。（

二
）
入
営
対
象
の
拡
大

一
九
四
三
年
一
〇
月
二
日
公
布
の
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」（
勅
令
第
七
五
五
号
）
に
よ
っ
て
、
徴
兵
適
齢
以
上
の
在
学

者
の
徴
集
猶
予
が
停
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
徴
集
猶
予
は
停
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
入
営
が
延
期
と
な
っ
た
学
校
（
学
部
・
学

科
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
は
同
年
一
一
月
一
三
日
公
布
の
「
修
学
継
続
ノ
為

ノ
入
営
延
期
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
陸
軍
省
令
第
五
四
号
）
で
あ
っ
た
。
同
令
第
一
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

陸
軍
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
学
校
ニ
在
学
ス
ル
者
現
役
兵
ト
シ
テ
入
営
ス
ベ
キ
場
合
ニ
ハ
兵
役
法
第
四
十
五
条
ノ
二
ノ
規
定
ニ
依

リ
其
ノ
入
営
ヲ
延
期
ス

前
項
ノ
学
校
ノ
指
定
ハ
左
ニ
掲
グ
ル
学
校
又
ハ
其
ノ
科
ニ
付
之
ヲ
行
ヒ
且
之
ヲ
告
示
ス

一

大
学
令
ニ
依
ル
大
学
院
又
ハ
研
究
科
、
大
学
令
ニ
依
ル
大
学
々
部
、
大
学
令
ニ
依
ル
大
学
予
科
、
専
門
学
校
、
高
等
学

〔
員
〕

校
高
等
科
、
高
等
師
範
学
校
、
師
範
学
校
、
臨
時
教
育
養
成
所
、
実
業
学
校
教
員
養
成
所
及
青
年
学
校
教
員
養
成
所

二

宮
内
大
臣
、
文
部
大
臣
以
外
ノ
各
省
大
臣
、
朝
鮮
総
督
、
台
湾
総
督
、
満
洲
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
又
ハ
樺
太
庁
長
官

ノ
所
轄
学
校
ニ
シ
テ
前
号
ニ
掲
グ
ル
学
校
ニ
準
ズ
ル
学
校

三

前
二
号
ニ
掲
グ
ル
以
外
ノ
学
校
ニ
シ
テ
特
ニ
必
要
ト
認
ム
ル
モ
ノ
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そ
し
て
、
右
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
陸
軍
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
学
校
」
に
つ
い
て
は
、
別
に
同
日
公
布
の
「
入
営
（
召
集
）
ヲ
延
期

ス
ベ
キ
学
校
及
入
営
（
召
集
）
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
期
間
」（
陸
軍
省
告
示
第
五
四
号
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
告
示
さ

れ
た
の
は
、
大
学
院
・
研
究
科
、
理
工
医
系
の
大
学
学
部
、
農
学
部
の
一
部
、
高
等
学
校
高
等
科
の
理
科
、
理
工
医
系
の
大
学
予

科
、
理
工
医
農
お
よ
び
体
育
系
の
専
門
学
校
、
高
等
師
範
学
校
、
師
範
学
校
、
各
種
の
教
員
養
成
所
、
そ
し
て
宮
内
省
・
農
商
務

省
・
運
輸
通
信
省
・
朝
鮮
総
督
府
・
台
湾
総
督
府
・
関
東
局
所
管
の
同
種
の
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
の
在
学
者
は
、
一

定
の
年
齢
ま
で
引
き
続
き
入
営
を
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
規
定
が
改
正
さ
れ
る
の
が
一
九
四
五
年
二
月
で
（
8
）

あ
る
。
二
月
八
日
公
布
の
「
昭
和
十
八
年
陸
軍
省
令
第
五
十
四
号

中
改
正
」（
陸
軍
省
令
第
六
号
）
で
は
、
前
掲
の
条
文
第
一
条
第
一
項
中
「
大
学
令
ニ
依
ル
大
学
予
科
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校

高
等
科
、
高
等
師
範
学
校
、
師
範
学
校
、
臨
時
教
員
養
成
所
及
青
年
師
範
（
9
）

学
校
」
を
「
医
学
専
門
学
校
及
高
等
師
範
学
校
理
科
」

に
改
正
す
る
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
理
工
系
大
学
予
科
、
医
学
以
外
の
専
門
学
校
、
高
等
師
範
学
校
の
文
科
、
師
範
学
校
お
よ
び

各
種
の
教
員
養
成
所
の
在
学
者
が
、
こ
の
法
令
の
施
行
（
公
布
と
同
日
）
に
よ
っ
て
入
営
延
期
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
に
は
例
外
の
規
定
が
あ
っ
た
。
同
令
の
附
則
第
三
項
に
「
本
令
施
行
ニ
依
リ
新
ニ
入
営
ヲ
延
期
セ
ラ
レ
ザ
ル
ニ
至

リ
タ
ル
学
校
中
特
ニ
陸
軍
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
学
校
ニ
現
ニ
在
学
ス
ル
者
ノ
当
該
学
校
ニ
在
学
ス
ル
間
及
高
等
学
校
高
等
科
及
大
学

予
科
ニ
在
学
シ
ア
ル
者
ニ
シ
テ
入
営
（
召
集
）
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
上
級
学
校
ニ
入
学
シ
タ
ル
場
合
ノ
入
営
延
期
ニ
関
シ
テ
ハ
仍
従
前

ノ
規
定
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
シ
陸
軍
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
学
校
ハ
之
ヲ
告
示
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
陸
軍
大
臣
が
別
に
指
定
し
た
学
校
の

在
学
者
に
つ
い
て
は
、
卒
業
ま
で
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
陸
軍
大
臣
指
定
の
学
校
は
同
じ
く
二
月
八
日
公
布
の
「
入
営
（
召
集
）
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
学
校
及
入
営
（
召
集
）

戦争末期の「学徒出陣」
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ヲ
延
期
ス
ベ
キ
期
間
」（
陸
軍
省
告
示
第
四
号
）
で
公
表
さ
れ
た
。
同
告
示
の
附
則
に
指
定
の
学
校
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ

に
は
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
畜
産
科
、
高
等
学
校
高
等
科
の
理
科
、
理
工
医
系
の
大
学
予
科
、
理
工
医
農
系
の
専
門
学
校
、
工

業
教
員
養
成
所
お
よ
び
宮
内
省
・
農
商
務
省
・
運
輸
通
信
省
・
朝
鮮
総
督
府
・
台
湾
総
督
府
・
関
東
局
所
管
の
同
種
の
学
校
な
ど

の
名
称
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
と
き
の
入
営
延
期
に
関
す
る
複
雑
な
規
定
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
（
10
）

な
る
。

①

従
来
は
入
営
延
期
だ
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
四
月
一
日
か
ら
延
期
が
停
止
さ
れ
る
学
校

・
文
理
科
大
学
文
科
、
高
等
師
範
学
校
文
科
、
師
範
学
校
、
青
年
師
範
学
校
、
実
業
学
校
教
員
養
成
所
（
工
業
教
員
養
成
所
を
除

く
）、
臨
時
教
員
養
成
所
、
体
育
専
門
学
校

・
昨
年
三
月
以
降
新
設
の
理
工
系
専
門
学
校
お
よ
び
法
文
系
か
ら
理
工
系
に
転
換
し
た
（
11
）

学
校
・
理
工
系
・
歯
科
・
薬
剤
・
獣
医
専

門
学
校
の
一
部

②

在
学
生
は
入
営
延
期
だ
が
、
一
九
四
五
年
四
月
の
新
入
生
か
ら
延
期
が
停
止
さ
れ
る
学
校

・
高
等
学
校
理
科
、
大
学
予
科
、
従
来
か
ら
あ
る
理
工
系
専
門
学
校
、
歯
科
・
薬
剤
・
獣
医
専
門
学
校
の
大
部
分

③

引
き
続
き
入
営
延
期
の
学
校

・
大
学
院
・
研
究
科
の
特
別
研
究
生

・
大
学
医
学
部
、
医
科
大
学
、
医
学
専
門
学
校
、
専
門
学
校
医
学
科

・
大
学
の
理
工
系
学
部
、
工
業
大
学
、
農
学
部
の
農
芸
化
学
・
農
林
化
学
・
水
産
学
・
獣
医
畜
産
科
等

・
高
等
師
範
学
校
理
科

こ
の
中
で
特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
師
範
学
校
で
、
従
来
入
営
延
期
だ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
改
正
で
全
面
的
に
延
期
が
停
止
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と
な
っ
た
。
戦
後
刊
行
さ
れ
た
沿
革
史
の
中
に
は
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
も
（
12
）

あ
る
。
陸
海
軍
と
も
こ
の
時
期
、
師
範

学
校
を
は
じ
め
と
し
た
教
員
養
成
系
の
諸
学
校
の
学
徒
を
主
な
対
象
に
募
集
を
行
っ
て
い
る
の
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

二

陸
軍
の
対
応

（
一
）
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生

陸
軍
は
、
一
九
四
四
年
五
月
六
日
公
布
の
「
陸
軍
兵
科
及
経
理
部
予
備
役
将
校
補
充
及
服
役
臨
時
特
例
」（
勅
令
第
三
七
二
号
）

に
よ
っ
て
、
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
（
以
下
「
特
甲
幹
」
と
表
記
）
の
制
度
を
新
設
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
在
学
者
・
卒
業
者
（
詳
細
は
後
述
）
を
対
象
に
、
一
定
期
間
特
甲
幹
と
し
て
訓
練
し
た
の
ち
、
兵
科
あ
る
い
は
経

理
部
の
予
備
役
将
校
に
任
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
甲
幹
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
伍
長
の
階
級
を
与
え
ら

れ
各
地
の
陸
軍
予
備
士
官
学
校
あ
る
い
は
陸
軍
経
理
学
校
に
入
校
し
て
将
校
と
し
て
必
要
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ

ら
に
入
校
後
六
カ
月
で
軍
曹
に
な
り
、
一
年
後
に
は
各
部
隊
に
配
当
さ
れ
て
訓
練
、
配
当
二
カ
月
後
に
は
曹
長
に
進
み
見
習
士
官

に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
各
部
隊
で
の
訓
練
は
六
カ
月
を
予
定
さ
れ
た
の
で
、
合
計
一
年
六
カ
月
の
訓
練
後
予
備
役
将
校

と
し
て
の
任
務
に
就
く
は
ず
で
あ
っ
た
。

特
甲
幹
新
設
の
目
的
は
「
予
備
役
初
級
将
校
の
中
堅
と
な
る
べ
き
者
の
資
質
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、
急
速
多
量
に
こ
れ
を
補

充
す
る
（
13
）

た
め
」
と
説
明
さ
れ
た
。
従
来
陸
軍
で
は
、
高
等
教
育
機
関
在
学
者
・
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
幹
部
候
補
生
制
度
に
お
い

て
も
、
対
象
者
は
必
ず
各
部
隊
に
入
隊
さ
せ
、
一
定
期
間
兵
と
し
て
訓
練
し
内
務
班
で
の
生
活
を
経
験
さ
せ
て
か
ら
採
用
し
て
い

戦争末期の「学徒出陣」
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た
の
だ
が
、
今
回
の
特
甲
幹
で
初
め
て
兵
と
し
て
の
経
験
の
な
い
ま
ま
下
士
官
と
し
て
採
用
し
、
予
備
役
将
校
に
任
用
す
る
制
度

を
設
け
た
の
で
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
そ
う
し
た
方
法
を
と
っ
て
い
た
海
軍
の
予
備
学
生
制
度
（
一
九
四
三
年
一
二
月
の
一
斉
入
隊

組
に
限
り
例
外
的
に
最
初
海
兵
団
で
二
等
水
兵
と
し
て
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
）
に
合
わ
せ
た
と
も
言
え
る
が
、
何
よ
り
も
予
備
役

将
校
を
少
し
で
も
早
く
養
成
す
る
必
要
が
こ
の
制
度
を
生
ん
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

募
集
に
関
す
る
具
体
的
な
要
領
は
、
五
月
一
〇
日
公
布
の
陸
軍
省
告
示
第
一
七
号
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

志
願
者
の
資
格
は
大
学
学
部
・
大
学
予
科
・
高
等
学
校
高
等
科
・
専
門
学
校
・
高
等
師
範
学
校
に
「
概
ネ
一
年
以
上
」
在
学
、
師

範
学
校
本
科
・
青
年
師
範
学
校
卒
業
あ
る
い
は
一
九
四
四
年
九
月
卒
業
予
定
と
さ
れ
た
。
師
範
学
校
と
青
年
師
範
学
校
の
み
卒
業

（
見
込
を
含
む
）
を
資
格
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
陸
軍
省
兵
備
課
の
中
島
少
佐
の
談
話
に
よ
る
と
「
国
民

学
校
訓
導
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
、
訓
導
養
成
の
た
め
に
は
師
範
学
校
在
学
生
に
た
い
し
徴
集
延
期
の
恩
典
が
与
へ
ら
れ
て
ゐ

る
が
、
そ
の
学
生
が
在
学
中
に
志
願
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
教
育
者
確
保
の
本
質
に
反
す
る
訳
だ
か
ら
訓
導
の
資
格
を
得
て
か
ら
志

願
し
、
将
来
は
本
分
た
る
国
民
教
育
に
携
は
り
得
る
や
う
に
し
た
た
め
で
（
14
）

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
採
用
に
あ
た
っ
て
の

検
査
は
、
六
月
下
旬
に
身
体
検
査
、
七
月
下
旬
に
軍
事
学
お
よ
び
作
文
を
課
す
学
科
試
験
と
口
頭
試
問
を
行
う
と
公
表
さ
れ
た
。

こ
の
検
査
に
つ
い
て
、
前
述
の
中
島
少
佐
は
同
じ
談
話
で
「�
軍
事
学
�
と
い
つ
て
も
む
づ
か
し
く
考
へ
る
必
要
は
な
い
。
学
校

で
習
つ
た
軍
事
常
識
の
程
度
で
あ
る
。
採
用
検
査
は
人
物
考
査
に
重
き
を
置
く
。
要
す
る
に
初
級
幹
部
と
し
て
部
下
を
統
率
指
揮

し
得
る
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
わ
け
で
（
15
）

あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

特
甲
幹
に
採
用
さ
れ
た
者
は
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
各
地
の
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
し
た
。
彼
ら
の
最
終
学
歴
は
、
帝
国

大
学
か
ら
師
範
学
校
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
特
甲
幹
全
体
の
集
計
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
た
め
ご
く
一
部
の
例
示
に
過

ぎ
な
い
が
、
豊
橋
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
校
者
の
中
で
戦
没
者
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
三
九
名
の
学
歴
を
見
る
と
、
帝
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国
大
学
（
東
京
・
京
都
）
六
、
官
立
大
学
（
神
宮
皇
學
館
）
一
、
私
立
大
学
（
早
稲
田
・
明
治
な
ど
）
七
、
官
立
大
学
予
科
（
東

京
商
科
）
一
、
専
門
学
校
（
天
理
語
学
・
三
重
高
等
農
林
な
ど
）
六
、
師
範
学
校
（
岐
阜
・
福
井
な
ど
）
一
四
、
青
年
師
範
学
校

（
滋
賀
な
ど
）
四
と
な
っ
て
（
16
）

い
る
。
師
範
学
校
と
青
年
師
範
学
校
は
卒
業
者
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
専
門
学
校

に
つ
い
て
も
卒
業
後
就
職
し
て
か
ら
採
用
さ
れ
る
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
（
17
）

あ
る
。

こ
う
し
て
入
校
し
た
彼
ら
だ
が
、
従
来
の
幹
部
候
補
生
に
比
べ
て
資
質
に
お
い
て
は
劣
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
自

身
も
幹
部
候
補
生
出
身
で
（
一
九
三
九
年
四
月
盛
岡
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
校
の
第
三
期
生
）
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
で
特
甲

幹
の
教
育
に
当
た
っ
た
古
志
重
信
は
、「
相
当
期
間
軍
隊
に
於
て
教
育
さ
れ
、
数
度
の
試
験
に
合
格
し
て
入
校
す
る
甲
種
幹
部
候

〔
マ
マ
〕

補
生
と
異
り
、
特
別
幹
部
候
補
生
は
教
育
期
間
を
短
縮
す
る
為
、
一
般
学
校
か
ら
（
大
学
専
門
学
校
）
直
接
学
徒
と
し
て
本
校
に

入
校
し
て
く
る
の
で
、
入
校
時
に
は
全
く
初
年
兵
と
同
じ
で
あ
り
、
短
期
間
に
第
一
線
の
指
揮
官
と
し
て
初
級
将
校
に
仕
上
げ
る

の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」「
甲
幹
に
比
較
し
て
体
力
が
低
く
病
人
が
多
く
、
学
校
の
指
示
に
基
づ
き
各
中

隊
に
保
育
区
隊
（
第
一
区
隊
）
を
設
け
訓
練
に
若
干
の
手
心
を
加
え
ま
（
18
）

し
た
」
と
、
回
想
し
て
い
る
。
実
際
、
法
政
大
学
予
科
在

学
中
に
豊
橋
第
二
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
特
甲
幹
と
し
て
入
校
し
た
坂
本
一
郎
に
よ
る
と
、
訓
練
の
最
初
の
一
〇
日
ほ
ど
は
「
大

学
の
予
科
や
中
学
で
や
っ
た
、
気
を
つ
け
と
か
敬
礼
（
19
）

と
か
」
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
お
い
て
は
、

一
九
四
五
年
二
月
に
発
熱
患
者
が
続
出
し
た
た
め
、
約
一
カ
月
訓
練
の
「
特
別
処
置
」
を
実
施
し
て
（
20
）

い
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
で
は
一
九
四
五
年
四
月
に
特
攻
隊
要
員
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。
古
渡
洸
の
証
言
に

よ
る
と
、
中
隊
長
が
全
生
徒
を
講
堂
に
集
め
「
非
常
に
不
利
と
な
っ
て
来
た
今
の
戦
局
を
語
り
特
攻
隊
を
募
集
」
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
「
特
攻
隊
に
は
三
種
あ
り
て
航
空
特
攻
、
陸
上
特
攻
、
水
上
特
攻
な
り
。
ど
う
し
て
も
応
募
出
来
な
い
者
は
理
由
を
書
け

と
云
ふ
の
で

（
21
）

あ
っ
た
」
と
い
う
。
特
攻
隊
志
願
者
を
具
体
的
に
ど
の
部
隊
に
編
成
す
る
か
、
こ
の
段
階
で
決
ま
っ
て
い
た
と
は
思

戦争末期の「学徒出陣」
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え
な
い
（
特
に
航
空
特
攻
）
が
、
特
攻
隊
要
員
の
募
集
は
豊
橋
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
で
も
一
九
四
五
年
六
月
初
め
に
行
わ
れ

た
と
い
う
（
22
）

証
言
も
あ
り
、
恐
ら
く
は
ど
の
陸
軍
予
備
士
官
学
校
で
も
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
お
け
る
特
甲
幹
の
教
育
訓
練
は
一
年
間
を
予
定
し
て
い
た
が
、
戦
局
が
逼
迫
す
る

状
況
下
、
四
カ
月
短
縮
さ
れ
、
六
月
上
旬
に
は
卒
業
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
異
動
先
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
国
内
で
本
土
防
衛
の
任
務
に
就
く
者
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
豊
橋
第
一
陸
軍
予
備
士

官
学
校
卒
業
者
の
う
ち
約
二
〇
〇
名
は
、
八
月
上
旬
に
広
島
で
集
合
教
育
を
受
け
て
い
る
さ
な
か
に
被
曝
し
四
〇
余
名
が
死
亡
し

て
（
23
）

い
る
。

以
上
紹
介
し
た
の
は
特
甲
幹
の
第
一
期
生
で
あ
り
、
次
の
第
二
期
生
が
一
九
四
五
年
二
月
八
日
公
布
の
陸
軍
省
告
示
第
三
号

で
、
続
い
て
第
三
期
生
が
同
年
四
月
一
六
日
公
布
の
陸
軍
省
告
示
第
一
六
号
で
募
集
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
す
で

に
述
べ
た
二
月
八
日
の
陸
軍
省
令
第
六
号
に
よ
っ
て
入
営
延
期
が
停
止
と
な
る
学
校
を
対
象
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
師
範
学

校
と
青
年
師
範
学
校
が
中
心
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
期
生
は
第
一
期
生
と
入
れ
替
わ
っ
て
六
月
に
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に

入
校
、
第
三
期
生
は
八
月
に
入
校
し
た
が
、
い
ず
れ
も
教
育
訓
練
中
に
敗
戦
を
迎
え
て
い
る
。

（
二
）
特
別
操
縦
見
習
士
官

一
九
四
三
年
七
月
に
創
設
さ
れ
た
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
（
以
下
「
特
操
」
と
表
記
）
は
、
一
斉
入
隊
組
の
第
二
期
を
経

て
、
一
九
四
四
年
三
月
一
三
日
公
布
の
陸
軍
省
告
示
第
九
号
に
よ
っ
て
第
三
期
生
の
募
集
が
公
表
さ
れ
た
。
志
願
者
の
資
格
は
、

大
学
学
部
・
大
学
予
科
・
高
等
学
校
高
等
科
・
専
門
学
校
・
高
等
師
範
学
校
に
在
学
し
た
者
で
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
身
体

検
査
、
口
頭
試
問
、「
簡
単
ナ
ル
筆
記
考
査
」
に
よ
っ
て
採
用
を
決
定
す
る
と
さ
れ
た
。
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そ
の
結
果
合
計
約
三
一
〇
〇
名
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
約
一
五
〇
〇
名
は
一
九
四
三
年
一
二
月
入
隊
で
翌
年
二
月
に
特

操
第
二
期
採
用
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
者
で
、
今
回
の
募
集
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
た
の
は

約
一
六
〇
〇
名
で

（
24
）

あ
っ
た
。
彼
ら
は
熊
谷
、
宇
都
宮
、
仙
台
の
陸
軍
飛
行
学
校
地
上
教
育
隊
に
入
校
、
そ
の
後
内
地
に
残
っ
た
者

と
南
方
要
員
と
に
分
か
れ
、
後
者
は
ジ
ャ
ワ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
な
ど
に
移
っ
た
。
そ
の
後
の
配
置
の
全
容
は
不
明
で
あ
る

が
、
操
縦
以
外
の
飛
行
勤
務
、
地
上
勤
務
、
あ
る
い
は
南
方
で
兵
科
見
習
士
官
と
な
り
謀
略
要
員
と
な
っ
た
者
も
い
る
よ
う
で
あ

る
。

三

海
軍
の
対
応

（
一
）
飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒

一
九
四
四
年
三
月
一
七
日
公
布
の
海
軍
省
告
示
第
六
号
に
よ
っ
て
、
海
軍
見
習
尉
官
お
よ
び
海
軍
予
備
学
生
・
予
備
生
徒
の
募

集
が
公
表
さ
れ
た
。
前
述
の
特
操
第
三
期
の
募
集
公
表
に
遅
れ
る
こ
と
四
日
で
あ
っ
た
。

予
備
学
生
志
願
者
の
資
格
は
大
学
学
部
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
高
等
科
お
よ
び
専
門
学
校
の
卒
業
者
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
、

こ
れ
は
前
年
五
月
に
募
集
さ
れ
た
予
備
学
生
（
飛
行
科
第
一
三
期
、
兵
科
第
三
期
）
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
予
備
生
徒
志
願

者
の
資
格
は
大
学
予
科
、
高
等
学
校
高
等
科
お
よ
び
専
門
学
校
の
在
学
者
と
さ
れ
た
。
志
願
者
は
一
九
四
四
年
五
月
に
身
体
検
査

と
筆
答
試
験
・
口
頭
試
問
を
受
け
、
合
格
者
は
直
接
入
隊
し
た
。
一
九
四
三
年
一
二
月
の
一
斉
入
隊
組
は
、
最
初
全
国
四
カ
所
の

海
兵
団
に
入
団
し
、
二
等
水
兵
と
し
て
訓
練
を
受
け
た
の
ち
予
備
学
生
・
生
徒
に
採
用
さ
れ
た
（
飛
行
科
第
一
四
期
学
生
・
第
一

戦争末期の「学徒出陣」
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期
生
徒
、
兵
科
第
四
期
学
生
・
第
一
期
生
徒
）
が
、
今
回
の
合
格
者
は
、
そ
れ
以
前
に
海
軍
予
備
学
生
に
適
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
兵
と
し
て
の
訓
練
を
経
ず
に
直
ち
に
基
礎
教
程
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
五
期
飛
行
科
予
備
学
生
採
用
予
定
者
は
二
回
に
分
か
れ
て
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。
一
九
四
四
年
九
月
以
前
に
大

学
予
科
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
い
た
三
六
〇
名
は
九
月
八
日
に
、
そ
れ
以
外
の
者
約
二
〇
〇
〇
名
は
九
月
三
〇
日

に
入
隊
し
た
。
ま
た
第
二
期
予
備
生
徒
採
用
予
定
者
約
六
〇
〇
名
は
三
重
海
軍
航
空
隊
に
、
飛
行
要
務
学
生
約
四
五
〇
名
は
滋
賀

海
軍
航
空
隊
に
入
隊
（
25
）

し
た
。

飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒
の
教
程
は
、
基
礎
・
練
習
機
・
実
用
機
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、
海
軍
軍
人
と
し
て
の
基
礎
的
な
教

育
（
躾
教
育
・
短
艇
・
棒
倒
し
・
座
学
な
ど
）
を
行
う
基
礎
教
程
は
通
常
三
〜
四
カ
月
で
終
了
（
26
）

す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
飛
行
科

第
一
五
期
学
生
・
第
二
期
生
徒
の
基
礎
教
程
は
一
九
四
五
年
三
月
末
ま
で
約
六
カ
月
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
戦
局
が
逼
迫
す

る
な
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、「
採
用
人
員
の
急
激
な
増
加
に
対
し
、
教
官
・
教
員
と
な
る
べ

き
搭
乗
員
の
不
足
や
、
飛
行
訓
練
に
必
要
な
機
材
と
燃
料
の
不
足
に
よ
り
、
や
む
な
く
基
礎
教
程
期
間
を
延
長
し
、
さ
ら
に
は
本

土
決
戦
の
陸
戦
要
員
へ
の
充
当
を
、
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
（
27
）

れ
る
」
と
説
明
す
る
向
き
も
あ
る
。
飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒
と
し

て
募
集
し
た
も
の
の
、
特
攻
隊
な
ど
に
よ
る
飛
行
機
の
損
耗
や
燃
料
不
足
な
ど
に
よ
り
、
も
は
や
搭
乗
員
の
養
成
は
不
可
能
な
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

結
局
、
第
一
五
期
学
生
の
う
ち
操
縦
専
修
は
七
月
に
福
井
県
の
浜
四
郷
基
地
（
三
国
町
）
や
新
保
基
地
（
新
保
村
）
な
ど
に
移

り
、
滑
空
機
の
操
縦
訓
練
を
行
っ
て
い
る
な
か
で
敗
戦
を
迎
え
た
。
ま
た
偵
察
専
修
は
や
は
り
七
月
に
横
須
賀
海
軍
砲
術
学
校
館

山
分
校
に
入
校
し
て
陸
戦
訓
練
を
受
け
、
八
月
に
は
各
任
地
に
向
か
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
敗
戦
と
な
っ
た
。
ま
た
、
第
二
期
生
徒

の
操
縦
専
修
は
敗
戦
ま
で
三
重
航
空
隊
で
滑
空
機
の
訓
練
を
受
け
、
偵
察
専
修
は
横
須
賀
海
軍
通
信
学
校
に
お
い
て
通
信
士
の
訓
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練
を
受
け
、
七
月
に
実
施
部
隊
に
配
属
さ
れ
て
敗
戦
と
な
っ
た
。

次
の
飛
行
科
第
一
六
期
学
生
・
第
三
期
生
徒
は
、
以
下
の
二
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
入
隊
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
一
九
四
四
年

一
〇
月
二
七
日
公
布
の
海
軍
省
告
示
第
二
八
号
に
よ
っ
て
募
集
が
公
表
さ
れ
た
兵
科
予
備
学
生
・
生
徒
に
志
願
し
て
身
体
検
査
お

よ
び
筆
答
試
験
・
口
頭
試
問
に
合
格
し
た
者
の
な
か
か
ら
、
飛
行
要
務
に
適
す
る
と
さ
れ
た
約
二
二
〇
名
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
九

四
五
年
三
月
二
五
日
に
滋
賀
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
（
28
）

し
た
。

も
う
一
つ
は
、
一
九
四
五
年
二
月
九
日
公
布
の
海
軍
省
告
示
第
二
号
で
募
集
が
公
表
さ
れ
た
飛
行
科
・
兵
科
海
軍
予
備
学
生
・

生
徒
に
志
願
し
て
き
た
者
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
前
日
の
二
月
八
日
公
布
の
陸
軍
省
令
第
六
号
お
よ
び
陸
軍
省
告

示
第
四
号
に
よ
っ
て
、
従
来
入
営
が
延
期
さ
れ
て
い
た
文
理
科
大
学
文
科
、
高
等
師
範
学
校
文
科
、
師
範
学
校
、
青
年
師
範
学
校

な
ど
の
在
学
者
の
延
期
が
停
止
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
海
軍
省
告
示
は
そ
う
し
た
者
た
ち
を
主
な
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
志
願
し
た
者
は
三
月
上
旬
に
試
験
を
受
け
、
合
格
者
約
一
七
〇
名
は
先
の
入
隊
者
に
遅
れ
る
こ
と
二
カ
月
の
五
月
末
に
同
じ

く
滋
賀
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
（
29
）

し
た
。

基
礎
教
程
は
七
月
末
に
終
了
し
た
が
、
も
は
や
飛
行
機
に
よ
る
訓
練
な
ど
全
く
な
く
、
全
員
が
陸
戦
要
員
と
な
っ
た
。
例
え

ば
、
第
三
期
生
徒
だ
っ
た
渡
邉
謙
輔
は
、
米
軍
の
本
土
上
陸
を
阻
止
す
る
た
め
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
町
の
南
湖
院
に
移
り
、
そ
こ
で

訓
練
を
受
け
た
と
い
う
。「
敵
の
戦
車
が
上
陸
し
て
来
た
ら
、
三
人
一
組
で
迎
え
撃
て
、
一
人
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
背
を
丸
め
て
跳

び
込
め
、
肋
骨
で
戦
車
が
止
ま
る
、
次
は
爆
薬
の
つ
ま
っ
た
竹
筒
を
抱
え
て
戦
車
に
体
当
た
り
し
ろ
、
次
の
一
人
は
中
に
入
っ
て

敵
を
倒
せ
。
そ
う
い
う
原
始
的
な
訓
練
が
繰
返
さ
れ
、�
必
勝
の
信
念
を
植
え
つ
け
て
や
る
�
式
の
講
話
も
増
（
30
）

え
た
」
と
回
想
し

て
い
る
。
彼
ら
は
こ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
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（
二
）
兵
科
予
備
学
生
・
生
徒

兵
科
第
五
期
予
備
学
生
・
第
二
期
生
徒
は
、
前
述
の
第
一
五
期
予
備
学
生
・
第
二
期
生
徒
と
同
じ
一
九
四
四
年
三
月
一
七
日
公

布
の
海
軍
省
告
示
第
六
号
に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た
。
志
願
者
は
六
月
上
旬
に
試
験
を
受
け
、
九
月
二
〇
日
に
大
竹
海
兵
団
に
入
団

（
31
）

し
た
。
大
竹
で
数
学
の
学
科
試
験
な
ど
が
あ
り
、
二
四
日
に
旅
順
に
あ
っ
た
予
備
学
生
教
育
部
に
向
け
て
出
発
し
た
。
こ
れ
に
加

え
て
台
湾
や
中
国
大
陸
か
ら
同
様
に
採
用
通
知
を
受
け
て
旅
順
に
集
合
し
た
者
、
さ
ら
に
飛
行
科
第
二
期
生
徒
に
採
用
さ
れ
た
が

中
途
で
の
適
性
検
査
に
不
合
格
と
さ
れ
た
者
一
八
〇
名
が
旅
順
に
合
流
（
32
）

し
た
。
ま
た
、
飛
行
科
第
一
五
期
学
生
に
採
用
さ
れ
、
や

は
り
中
途
の
適
性
検
査
に
不
合
格
と
さ
れ
た
約
四
〇
〇
名
は
武
山
海
兵
団
で
教
育
を
受
け
て
い
た
。
他
に
武
山
海
兵
団
に
入
団
し

た
者
を
含
め
て
、
兵
科
第
五
期
学
生
・
第
二
期
生
徒
の
総
数
は
、
少
尉
任
官
時
（
一
九
四
五
年
六
月
一
日
）
で
学
生
三
一
一
〇

名
、
生
徒
七
九
四
名
で
合
計
三
九
〇
四
名
で
あ
っ
た
と
さ
（
33
）

れ
る
。

彼
ら
は
一
九
四
五
年
二
月
末
ま
で
基
礎
教
程
を
受
け
て
い
た
が
、
旅
順
で
教
官
を
務
め
て
い
た
辻
村
眞
弓
の
証
言
に
よ
る
と
、

一
九
四
五
年
の
一
月
の
終
わ
り
頃
、
回
天
・
震
洋
な
ど
の
特
攻
兵
器
の
課
程
に
進
む
者
の
志
願
を
募
っ
た
と
（
34
）

い
う
。

基
礎
教
程
を
終
え
た
彼
ら
は
、
三
月
一
日
か
ら
各
専
修
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
術
科
学
校
に
移
動
し
て
教
育
を
受
け
た
。
各

専
修
中
最
も
数
が
多
か
っ
た
の
は
一
〇
六
八
名
の
艦
艇
班
で
、
次
い
で
多
い
の
が
六
四
四
名
の
対
空
班
、
六
三
一
名
の
兵
器
整
備

班
で
、
前
期
（
兵
科
第
四
期
学
生
・
第
一
期
生
徒
）
で
多
か
っ
た
陸
戦
班
は
一
八
四
名
と
少
な

（
35
）

か
っ
た
。
こ
れ
は
、「
も
は
や
陸

戦
隊
を
展
開
し
て
陸
上
戦
闘
を
行
う
戦
力
が
日
本
海
軍
に
は
無
く
、
む
し
ろ
本
土
決
戦
の
陸
上
戦
闘
は
陸
軍
に
ま
か
せ
、
海
軍
は

〔
中
〕

水
上
・
水
上
特
攻
兵
器
要
員
を
最
重
点
に
考
え
て
（
36
）

い
た
」
か
ら
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

実
際
彼
ら
の
な
か
に
は
、
三
カ
月
間
の
術
科
学
校
に
お
け
る
教
育
終
了
後
、
特
攻
訓
練
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
者
も
い
る
。
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旅
順
か
ら
長
崎
県
の
川
棚
に
移
っ
て
訓
練
を
受
け
て
い
た
曽
山
晧
は
、
そ
の
ま
ま
川
棚
で
震
洋
の
訓
練
を
受
け
た
と
（
37
）

い
う
。
ま

た
、
同
じ
く
旅
順
か
ら
川
棚
に
移
り
震
洋
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
野
崎
輝
彦
は
、「
桜
も
散
り
水
ぬ
る
む
こ
ろ
」
回
天
搭
乗
員
の

募
集
が
あ
り
、
志
願
し
た
と
（
38
）

い
う
。
野
崎
は
七
月
に
入
っ
て
山
口
県
の
大
津
島
に
移
り
、
そ
こ
で
回
天
の
訓
練
中
に
敗
戦
を
迎
え

て
い
る
。
特
攻
以
外
に
配
置
に
つ
い
た
者
は
、
各
地
の
砲
台
や
陸
戦
隊
で
第
一
線
の
指
揮
を
執
っ
た
り
、
な
か
に
は
通
信
学
校
を

出
て
樺
太
の
上
敷
香
航
空
基
地
で
モ
ス
ク
ワ
放
送
を
傍
受
す
る
任
務
に
就
い
た
者
も
（
39
）

い
る
。

続
く
兵
科
第
六
期
学
生
・
第
三
期
生
徒
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
二
七
日
公
布
の
海
軍
省
告
示
第
二
八
号
で
募
集
が
公
表
さ

れ
、
こ
れ
に
志
願
し
て
き
た
者
た
ち
で
あ
る
。
試
験
に
合
格
し
た
採
用
予
定
者
は
、
一
九
四
五
年
三
月
二
〇
日
に
大
竹
海
兵
団
に

集
合
し
た
。
そ
の
人
数
は
お
よ
そ
一
千
数
百
名
と
言
わ
れ
て
（
40
）

い
る
。
彼
ら
は
大
竹
で
、
水
中
特
攻
要
員
と
し
て
潜
水
学
校
柳
井
分

校
に
移
動
す
る
者
と
、
旅
順
の
予
備
学
生
教
育
部
で
教
育
を
受
け
る
者
と
に
分
け
ら
れ
た
。
前
者
は
そ
の
後
、
大
竹
本
校
に
移
っ

て
七
月
末
ま
で
基
礎
教
程
を
受
け
、
そ
の
後
大
竹
と
久
里
浜
の
対
潜
学
校
に
分
か
れ
て
敗
戦
を
迎
（
41
）

え
た
。
後
者
は
、
基
礎
教
程
の

終
了
後
川
棚
で
震
洋
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
七
月
二
二
日
の
旅
順
出
発
後
変
更
に
な
り
、
陸
戦
要
員
と
し
て
横
須

賀
砲
術
学
校
に
移
り
、
最
終
的
に
は
飛
行
科
第
一
六
期
学
生
・
第
三
期
生
徒
と
同
様
、
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
で
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と

に
な
（
42
）

っ
た
。

四

入
隊
者
数

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
四
三
年
一
二
月
の
一
斉
入
隊
組
に
つ
い
て
は
、
入
隊
者
数
の
調
査
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
が
、
そ
の
後
敗
戦
ま
で
の
入
隊
者
数
に
つ
い
て
は
調
査
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
近
年
に
な
っ
て
い
く
つ
か
の

戦争末期の「学徒出陣」

17



大
学
で
行
わ
れ
た
調
査
を
紹
介
す
る
と
【
表
2
】
の
と
お
り

で
あ
る
。
比
較
の
た
め
、
一
九
四
三
年
一
二
月
の
一
斉
入
隊

組
を
併
せ
て
示
し
た
が
、
こ
れ
で
分
か
る
と
お
り
第
三
高
等

学
校
や
法
政
大
学
で
は
、
一
九
四
四
年
一
月
以
後
の
入
隊
者

の
方
が
上
回
る
か
あ
る
い
は
匹
敵
す
る
数
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
他
の
三
大
学
に
比
べ
る
と
、
在
学
生
の
年
齢
が
や

や
低
い
と
思
わ
れ
る
両
校
（
法
政
大
学
は
専
門
部
・
予
科
・

航
空
工
業
専
門
学
校
を
含
ん
で
い
る
）
が
、
徴
兵
適
齢
引
き

下
げ
の
影
響
を
よ
り
直
接
的
に
受
け
た
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。調

査
し
た
対
象
が
ま
だ
少
な
い
の
で
は
っ
き
り
と
は
言
え

な
い
が
、
こ
う
し
た
数
字
か
ら
見
る
と
、
一
斉
入
隊
組
を
送

り
出
し
た
全
国
の
高
等
教
育
機
関
の
一
九
四
四
年
一
月
以
後

の
入
隊
者
は
、
一
斉
入
隊
者
数
と
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
数
は
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
四
五
年
二

月
の
改
正
で
師
範
学
校
や
高
等
師
範
学
校
文
科
の
入
営
延
期

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関

表 2 1944 年 1月から敗戦までの入隊者数

典拠

京都大学大学文書館編『京都大学にお
ける「学徒出陣」調査研究報告書』第
1巻、2006年
九州大学百年史編集委員会編『九州大
学百年史』第 1巻、2017年
老川慶喜・前田一男編著『ミッション
スクールと戦争――立教学院のディレ
ンマ』東信堂、2008年
法政大学史委員会編『法政大学と出陣
学徒（「法政大学と出陣学徒」事業報
告書 上）』2017年
拙稿「第三高等学校における�学徒出
陣�」（『京都大学大学文書館研究紀要』
第 6号、2008年

・京都大学および第三高等学校については、1944年 1月に徴集された朝鮮人・台湾人学徒を
「1943年 12月の一斉入隊者」に含めている。

1943年 12月
の一斉入隊者

1983

691

658

1476

78

1944年 1月
以後の入隊者

1381

592

497

1457

91

学校名

京都大学

九州大学

立教大学

法政大学

第三高等学校
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か
ら
入
隊
し
た
者
も
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
値
に
つ
い
て
の
調
査
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
一
九
四
五
年
度

に
師
範
学
校
本
科
に
在
学
し
て
い
た
男
子
生
徒
は
二
九
五
八
九
名
、
高
等
師
範
学
校
本
科
（
理
科
を
含
む
）
は
三
一
七
一
名
、
臨

時
教
員
養
成
所
・
実
業
学
校
教
員
養
成
所
は
三
八
九
〇
名
、
青
年
師
範
学
校
は
八
〇
四
五
名
、
そ
の
他
体
育
専
門
学
校
な
ど
教
員

養
成
諸
学
校
は
七
五
六
名
と
な
っ
て
（
43
）

い
る
が
、
こ
れ
ら
四
万
五
千
名
あ
ま
り
の
生
徒
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
が
戦
争
の
最
終
段
階
で

入
隊
し
た
の
か
、
現
状
で
は
全
く
不
明
と
言
う
ほ
か
な
い
。

従
っ
て
、
以
前
筆
者
は
一
九
四
三
年
一
二
月
の
一
斉
入
隊
者
を
四
万
七
千
名
前
後
と
推
測
し
た
が
、
そ
れ
以
後
の
入
隊
を
含
め

る
と
、
徴
集
猶
予
停
止
か
ら
敗
戦
ま
で
の
入
隊
者
数
の
合
計
は
一
〇
万
名
を
超
え
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【
表
3
】
に
示
し
た
の
は
、
京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
一
斉
入
隊
組
の
学
年
以
降
、
一
九
四
二
年
四
月
か
ら
一
九
四
五
年
四
月

ま
で
の
入
学
者
の
う
ち
の
、
学
部
別
入
隊
者
数
で
あ
る
。
見
て
の
と
お
り
、
一
斉
入
隊
で
は
一
九
四
二
年
四
月
・
一
〇
月
入
学
の

経
済
学
部
以
外
の
入
隊
率
は
五
割
か
ら
七
割
程
度
だ
が
、
一
九
四
四
年
一
月
以
後
の
入
隊
に
よ
っ
て
、
入
隊
者
の
比
率
が
跳
ね
上

が
っ
て
い
く
。
特
に
一
九
四
五
年
四
月
入
学
以
外
の
経
済
学
部
や
一
九
四
三
年
一
〇
月
・
一
九
四
四
年
一
〇
月
入
学
の
法
学
部
で

は
九
割
を
超
え
る
。
学
徒
出
陣
に
関
す
る
「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
は
、
こ
の
段
階
で
完
成
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
一
斉
入
隊
終
了
か
ら
敗
戦
ま
で
の
間
に
お
け
る
学
徒
出
陣
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
み

た
。徴

兵
適
齢
引
き
下
げ
や
、
入
営
延
期
停
止
の
拡
大
で
、
高
等
教
育
機
関
在
学
者
の
入
隊
が
増
加
す
る
一
方
、
陸
海
軍
の
対
応
は

戦争末期の「学徒出陣」
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表
3
京
都
帝
国
大
学
入
学
者
（
1942

年
4
月
～
1945

年
4
月
）
中
の
入
隊
者

G
/A

52.4%
82.4%
92.9%
16.5%
6.2%
10.1%
53.0%
52.4%
62.6%
86.0%
97.1%
9.0%
5.6%
11.4%
54.8%
55.0%
78.8%
92.0%
95.3%
7.8%
2.3%
1.8%
45.6%
52.8%

入
隊

合
計
G108
375
2751693787
907
159
442
2671094391
1021
108
458
264104768
919

入
隊

年
月
日

不
明
041110512036700216610414110350

E+F/A

6.3%
6.4%
10.5%
4.1%
3.4%
4.6%
6.7%
6.4%
3.9%
12.8%
6.9%
4.5%
1.3%
8.5%
13.3%
8.4%
25.5%
33.1%
35.4%
6.3%
0.6%
1.6%
17.4%
19.5%

入
学
前

入
隊
F000000002000000211100126

1944
年

1
月
以
後

入
隊
E132931451711
110106619523222
15634
1649781524
333

D
/C

63.6%
75.7%
80.7%
3.8%
0.0%
0.3%
39.9%
44.4%
77.2%
68.9%
87.8%
0.0%
0.0%
0.0%
29.0%
44.4%
53.4%
51.9%
57.7%
0.8%
0.6%
0.0%
26.4%
30.4%

1943年
12
月

入
隊
D84
308
21830157
671
142
323
23800045
74871
249
15711039
518

1943年
12
月

在
学
C
132
407
27080
140
339
143
1511
184
469
27181
155
369
155
1684
133
480
272
124
170
378
148
1705

B
/A

5.3%
7.5%
8.4%
8.2%
2.1%
5.2%
8.5%
6.6%
2.0%
3.3%
1.1%
4.5%
4.4%
2.4%
4.8%
2.9%
1.5%
0.6%
1.8%
0.0%
0.6%
0.3%
0.0%
0.7%

1943
年

11月
以
前

入
隊
B113425831914
1145173579854235011012

内
地
出
身

入
学
者
A206
455
29697
146
368
164
1732
254
514
275
111
160
378
166
1858
137
498
277
128
171
379
149
1739

入
学
者

合
計210
468
30298
156
385
166
1785
262
523
282
114
169
388
167
1905
142
524
289
134
176
387
151
1803

学
部文法経済理医工農
小
計文法
経
済理医工農
小
計文法
経
済理医工農
小
計

入
学
年
月

1942年
4月

1942年
10月

1943年
10月
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あ
ま
り
に
も
場
当
た
り
的
で
、
短
い
教
育
訓
練
期
間
と
不
十
分
な
装
備
の
ま
ま
本
土
決
戦
要
員
と
し
て
彼
ら
は
配
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

実
際
に
は
、
一
斉
入
隊
組
や
、
そ
れ
以
前
の
卒
業
後
入
隊
組
と
比
べ
る
と
、
彼
ら
の
う
ち
戦
没
し
た
者
の
数
は
非
常
に
少
な

か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
し
か
し
、
特
攻
の
訓
練
に
従
事
し
て
い
た
者
も
少
な
く
な
く
、
も
し
戦
争
が
幾
分
で
も
長
引
い
て
い
た

ら
、
絶
望
的
な
戦
局
の
な
か
戦
死
者
数
は
激
増
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、「
戦
争
末
期
の
�
学
徒
出
陣
�」
に
つ
い
て
は
更
な
る
実
態
調
査
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

69.9%
93.1%
94.7%
5.9%
0.0%
1.3%
26.8%
47.5%
65.4%
85.3%
81.1%
2.1%
0.5%
0.9%
24.2%
40.2%

・「
入
学
前
入
隊
」
と
は
、
高
等
学
校
在
学
中
に
入
隊
し
、
服
役
中
に
京
大
に
入
学
し
た
者
の
こ
と
。

・
京
都
大
学
大
学
文
書
館
編
『
京
都
大
学
に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」
調
査
研
究
報
告
書
』
第
1
巻
、
2006

年
、
32
頁
よ
り
作
成
。

137
482
27090645
949
125
365
19831447
743

02320121012400119

69.9%
92.7%
94.0%
4.6%
0.0%
1.1%
25.6%
47.0%
64.9%
84.8%
79.5%
2.1%
0.5%
6.7%
23.7%
39.7%

64
266
13900310
48270
222
11901215
429

73
214
12870233
45754
1417530131
305

－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－

196
518
285
153
214
465
168
1999
191
428
244
141
203
449
194
1850

200
525
296
157
216
469
168
2031
196
447
295
149
209
462
209
1967

文法経済理医工農
小
計文法
経
済理医工農
小
計

1944年
10月

1945年
4月

戦争末期の「学徒出陣」
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注（
1
）
「
学
徒
出
陣
」
と
は
、
周
知
の
よ
う
に
制
度
的
な
用
語
で
は
な
い
。
こ
の
言
葉
の
初
出
が
大
本
営
海
軍
報
道
部
所
属
の
高
戸
顕
隆
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
小
冊
子
『
学
徒
出
陣
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
四
三
年
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
蜷
川
壽
惠
『
学
徒
出
陣
―
―
戦
争
と
青

春
―
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
二
二
頁
）
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
学
徒
出
陣
」
は
一
九
四
三
年
夏
の
海
軍
予
備
学
生
大

量
募
集
に
学
徒
が
応
じ
る
よ
う
促
す
と
い
う
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ
た
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
同
年
一
〇
月
の
「
在
学
徴
集
延
期

臨
時
特
例
」
に
よ
る
在
学
徴
集
猶
予
停
止
と
そ
れ
に
伴
う
一
二
月
の
学
徒
の
陸
海
軍
へ
の
一
斉
入
隊
に
あ
た
っ
て
、
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア

で
頻
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
歴
史
用
語
と
し
て
使
用
す
る
の
は
適
当
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
す
で

に
広
く
定
着
し
た
用
語
で
あ
る
こ
と
と
、
当
時
の
状
況
を
示
す
用
語
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

煩
雑
で
あ
る
た
め
本
文
で
は
「

」
を
用
い
な
い
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
拙
稿
「
徴
集
猶
予
停
止
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
3
）
例
え
ば
、
森
岡
清
美
『
決
死
の
世
代
と
遺
書

太
平
洋
戦
争
末
期
の
若
者
の
生
と
死
』
補
訂
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
同

『
若
き
特
攻
隊
員
と
太
平
洋
戦
争

そ
の
手
記
と
群
像
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
（
初
刊
一
九
九
五
年
）、
大
貫
恵
美
子
『
学
徒
兵
の

精
神
誌
「
与
え
ら
れ
た
死
」
と
「
生
」
の
探
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
岡
田
裕
之
『
日
本
戦
没
学
生
の
思
想
〈
わ
だ
つ
み
の
こ

え
〉
を
聴
く
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
九
年
、
な
ど
。

（
4
）
陸
軍
省
「
徴
兵
適
齢
の
引
下
げ
」『
週
報
』
三
七
六
号
、
一
九
四
四
年
一
月
五
日
、
一
四
頁
。

（
5
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
72
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
二
二
七
頁
。

（
6
）
同
前
、
二
二
九
頁
。

（
7
）
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書

海
軍
軍
戦
備
〈
2
〉
開
戦
以
後
』
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
、
二
一
九
頁
。
こ
れ
に
対

し
て
海
軍
省
は
「
現
下
の
戦
局
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
一
度
低
下
し
た
適
齢
の
復
帰
時
期
を
云
々
し
、
又
は
低
下
に
際
し
成
年
を
一
基

準
と
す
る
現
行
諸
法
規
と
の
調
節
等
を
過
度
に
顧
念
す
る
と
き
は
つ
い
に
戦
機
を
逸
す
る
に
至
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
」（
同
、
二
二
〇
頁
）
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と
反
論
し
て
い
た
。

（
8
）
そ
の
前
の
一
九
四
四
年
五
月
二
四
日
に
「
入
営
（
召
集
）
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
学
校
及
入
営
（
召
集
）
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
期
間
」（
陸
軍
省
告

示
第
二
一
号
）
が
公
布
さ
れ
、
前
述
の
陸
軍
省
告
示
第
五
四
号
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
が
、
こ
れ
は
従
来
主
に
学
校
の
種
別
で
陸
軍
大
臣
指

定
の
学
校
（
学
科
）
を
示
し
て
い
た
の
を
、
個
別
学
校
（
学
科
）
の
名
称
を
す
べ
て
記
す
よ
う
に
し
た
改
正
で
あ
っ
て
、
規
定
し
て
い
る

内
容
は
原
則
と
し
て
変
化
し
て
い
な
い
。

（
9
）
本
省
令
に
お
け
る
「
臨
時
教
員
養
成
所
」
以
下
は
、
前
掲
一
九
四
三
年
一
一
月
一
三
日
公
布
の
陸
軍
省
令
第
五
四
号
と
若
干
異
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、「
実
業
学
校
教
員
養
成
所
」
が
削
除
さ
れ
、「
青
年
学
校
教
員
養
成
所
」
が
「
青
年
師
範
学
校
」
と
な
っ
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
四
年
二
月
一
六
日
公
布
の
師
範
教
育
令
改
正
に
よ
っ
て
、
青
年
学
校
教
員
養
成
所
に
代
わ
っ
て
青
年
師
範
学

校
が
設
置
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
、
な
ぜ
実
業
学
校
教
員
養
成
所
が
削
除
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
10
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
二
月
八
日
付
。

（
11
）
こ
れ
ら
の
学
校
の
延
期
が
停
止
さ
れ
る
の
は
、
右
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
「
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
名
目
だ
け
で
理
工
系
の
実
質
が
具
備

し
て
ゐ
な
い
学
校
が
相
当
あ
る
」
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
は
そ
の
旨
条
文
で
明
記
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
告
示
の
附
則

に
列
挙
し
な
い
こ
と
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
法
政
大
学
航
空
工
業
専
門
学
校
は
入
営
延
期

が
停
止
さ
れ
、
在
校
し
て
い
た
保
田
英
男
は
一
九
四
五
年
八
月
に
入
隊
し
て
い
る
（
法
政
大
学
史
委
員
会
編
『
学
徒
出
陣
証
言
集
』

（『「
法
政
大
学
と
出
陣
学
徒
」
事
業
報
告
書

下
』）
第
二
分
冊
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
六
頁
）。

（
12
）
例
え
ば
、
栃
木
師
範
学
校
で
は
「〔
一
九
四
五
年
―
―
引
用
者
〕
四
月
一
日
か
ら
師
範
学
校
の
入
営
延
期
が
取
り
や
め
に
な
り
、
在
学

中
と
い
え
ど
も
軍
に
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
科
二
、
三
年
で
応
召
す
る
者
が
次
々
と
出
た
」（
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
史
編
纂

委
員
会
編
『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
百
十
五
年
史
』
一
九
八
九
年
、
一
九
三
頁
）。
一
方
、
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
百
年
史

千
葉
大

学
教
育
学
部
』（
一
九
八
一
年
）
に
、「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
に
関
連
し
て
師
範
学
校
お
よ
び
青
年
師
範
学
校
に
は
入
営
延
期
措
置

が
執
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
さ
ら
に
「
昭
和
二
十
年
二
月
八
日
の
陸
軍
省
令
は
、
右
の
入
営
延
期
措
置
を
廃
止
し
た
が
、
現
在
在
学
中
の

戦争末期の「学徒出陣」
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者
に
は
廃
止
の
処
置
は
し
な
い
と
い
う
付
則
に
よ
っ
て
、
結
局
、
入
営
延
期
の
ま
ま
終
戦
の
日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
」（
同
書
、
四
一
八

頁
）
と
あ
る
記
述
は
正
確
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
13
）
陸
軍
省
「
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て
」『
週
報
』
三
九
四
号
、
一
九
四
四
年
五
月
一
〇
日
、
一
二
頁
。

（
14
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
四
年
五
月
七
日
付
朝
刊
。

（
15
）
同
前
。
そ
の
後
の
新
聞
報
道
で
筆
記
試
験
は
取
り
止
め
て
口
頭
試
問
の
み
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
（『
朝
日
新
聞
』
一

九
四
四
年
六
月
一
〇
日
付
朝
刊
）。

（
16
）
豊
橋
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
第
一
期
生
『
鎮
魂
』
一
九
九
五
年
、
四
二
〜
一
九
一
頁
。

（
17
）
例
え
ば
、
一
九
四
五
年
八
月
に
広
島
で
原
爆
の
た
め
死
亡
し
た
藤
田
克
司
は
三
重
高
等
農
林
学
校
卒
業
の
の
ち
大
蔵
省
専
売
局
に
就

職
、
そ
の
後
豊
橋
第
一
予
備
士
官
学
校
に
入
校
し
て
い
る
（
前
掲
『
鎮
魂
』
一
五
一
頁
）。
ま
た
、
専
修
大
学
専
門
部
を
一
九
四
四
年
九

月
に
卒
業
し
た
川
島
東
は
国
鉄
に
就
職
し
、
そ
の
後
す
ぐ
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
し
て
い
る
（
専
修
大
学
編
『
専
修
大
学
史
資

料
集

第
七
巻

専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
』
二
〇
一
五
年
、
一
四
一
頁
）。

（
18
）
前
橋
特
甲
幹
刊
行
委
員
会
編
『
前
橋
特
甲
幹

わ
が
青
春
の
相
馬
ケ
原
』
一
九
八
七
年
、
一
七
頁
。

（
19
）
前
掲
『
学
徒
出
陣
証
言
集
』（『「
法
政
大
学
と
出
陣
学
徒
」
事
業
報
告
書

下
』）
第
二
分
冊
、
二
八
四
頁
。

（
20
）
前
掲
『
前
橋
特
甲
幹

わ
が
青
春
の
相
馬
ケ
原
』
九
二
頁
。

（
21
）
同
前
、
五
六
頁
。

（
22
）
前
掲
『
鎮
魂
』
五
六
頁
。

（
23
）
前
掲
『
鎮
魂
』
二
二
頁
。

（
24
）
学
徒
兵
懇
話
会
編
『
新
編

検
証
陸
軍
学
徒
兵
の
資
料
』
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
八
頁
。
以
下
特
操
に
関
す
る
記
述
は
同
書
に
拠
っ
て
い

る
。

（
25
）
小
池
猪
一
編
著
『
海
軍
予
備
学
生
・
生
徒
』
第
一
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
、
一
六
八
頁
。
な
お
、
要
務
と
は
飛
行
科
第
一
三
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期
学
生
か
ら
養
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
飛
行
機
に
は
搭
乗
せ
ず
、
航
空
戦
・
哨
戒
な
ど
の
計
画
立
案
、
飛
行
の
た
め
の
人

員
・
資
材
の
整
備
、
飛
行
機
の
補
充
・
修
理
の
連
絡
、
搭
乗
員
の
人
事
記
録
・
戦
闘
詳
報
の
作
成
、
敵
情
収
集
な
ど
の
事
務
処
理
一
切
を

担
当
し
た
。

（
26
）
一
九
四
三
年
一
〇
月
入
隊
の
飛
行
科
第
一
三
期
学
生
で
理
工
系
、
師
範
系
の
学
校
卒
業
者
な
ど
は
、
少
し
で
も
早
く
実
戦
に
配
備
さ
れ

る
よ
う
基
礎
的
な
座
学
は
省
略
さ
れ
て
、
わ
ず
か
二
カ
月
で
基
礎
教
程
を
終
了
し
た
（
拙
稿
「
一
九
四
三
年
夏
の
大
量
動
員
―
―
「
学
徒

出
陣
」
の
先
駆
と
し
て
―
―
」『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
八
年
、
八
頁
）。

（
27
）
海
軍
飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒
史
刊
行
会
『
海
軍
飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒
史
』
一
九
八
八
年
、
五
〇
頁
。

（
28
）
同
前
、
五
〇
頁
。

（
29
）
前
掲
『
海
軍
予
備
学
生
・
生
徒
』
第
一
巻
、
一
九
三
頁
。

（
30
）
前
掲
『
海
軍
飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒
史
』
三
四
〇
頁
。
こ
こ
に
出
て
く
る
南
湖
院
と
は
、
一
八
九
九
年
に
茅
ヶ
崎
町
の
海
岸
沿
い
に

設
け
ら
れ
た
結
核
療
養
所
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
四
年
秋
に
は
敷
地
の
一
部
を
海
軍
砲
術
学
校
に
貸
与
し
、
さ
ら
に
一
九
四
五
年
五
月
に

は
完
全
に
同
校
に
買
収
さ
れ
た
（
茅
ヶ
崎
市
史
編
集
委
員
会
編
『
昭
和
二
〇
年
の
茅
ヶ
崎
』
二
〇
一
五
年
、
四
〇
頁
）。

（
31
）
旅
魂
編
集
委
員
会
編
『
旅
魂

旅
順
海
軍
予
備
学
生
教
育
部
兵
科
五
期
学
生
二
期
生
徒
の
記
録
』
一
九
九
四
年
、
四
五
・
五
〇
頁
。

（
32
）
同
前
、
五
四
頁
。

（
33
）
同
前
、
六
八
頁
。

（
34
）
同
前
、
一
七
頁
。

（
35
）
小
池
猪
一
編
著
『
海
軍
予
備
学
生
・
生
徒
』
第
二
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
、
一
二
一
頁
。
兵
科
第
四
期
学
生
・
第
一
期
生
徒

の
専
修
別
人
数
は
、
対
空
一
〇
七
〇
名
、
艦
艇
一
〇
五
八
名
、
陸
戦
六
五
一
名
の
順
と
な
っ
て
い
た
（
同
書
、
八
九
・
一
〇
九
頁
）。

（
36
）
同
前
、
一
二
一
頁
。

（
37
）
前
掲
『
旅
魂
』
二
四
四
頁
。

戦争末期の「学徒出陣」
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（
38
）
同
前
、
三
二
五
頁
。

（
39
）
同
前
、
三
〇
九
頁
。

（
40
）
入
江
知
巳
・
千
葉
俊
壹
編
『「
旅
順
」
回
想

旅
順
海
軍
予
備
学
生
教
育
部

兵
科
第
六
期
学
生
・
第
三
期
生
徒
の
回
想
録
』
一
九
九

八
年
、
八
三
頁
。

（
41
）
同
前
、
二
八
三
頁
。

（
42
）
同
前
、
九
〇
・
九
三
頁
。

（
43
）
文
部
省
『
学
制
百
年
史

資
料
編
』
一
九
七
二
年
、
四
六
一
〜
四
六
九
頁
。
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